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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

西武建設株式会社所属（朝日航洋株式会社受託運航）シコルスキー式Ｓ－７６Ａ型 

ＪＡ９９４３（回転翼航空機）は、平成２年８月１日１０時００分、空輸のため東京 

ヘリポートを離陸して神奈川県足柄下郡箱根町の箱根場外離着陸場に向け飛行中行方 

不明となり、同日１５時０５分ごろ、捜索中の航空機により神奈川県足柄下郡箱根町 

畑宿の下二子山に衝突しているのが発見された。

事故発生時刻は１０時２５分ごろと推定される。

同機には、機長及び整備士が搭乗していたが、２名とも死亡した。

同機は、大破し火災が発生した。

１．２　航空事故調査の概要

1.2.1　事故の通知及び調査組織

航空事故調査委員会は、平成２年８月１日、運輸大臣から事故発生の通報を受け、 

当該事故の調査を担当する主管調査官及び２名の調査官を指名した。



1.2.2　調査の実施時期

平成２年８月１日～３日 現場調査

平成２年８月３０日 機体調査

平成２年９月３０日 計器の分解調査

２　認定した事実

２．１　飛行の経過

ＪＡ９９４３は、平成２年８月１日、機長及び整備士が搭乗して１０時００分東京 

ヘリポートを離陸した。東京航空局江東空港出張所に提出された同機の飛行計画は、 

有視界飛行方式、出発地 東京ヘリポート、経由地茅ヶ崎、目的地 箱根場外離着陸場 

（箱根園ゴルフ場）、飛行速度１４０ノット、所要時間４５分、持久時間で表された 

燃料搭載量３時間であった。

神奈川県中郡二宮町にある朝日航洋（株）の無線局の担当者によれば、１０時２０分 

ごろ小田原上空を飛行していた同機と無線交信を行い、目的地の箱根園ゴルフ場の 

職員から電話で連絡を受けていた同離着陸場の気象情報「箱根の天候は雲が少し下 

がってきた。鞍掛ゴルフ場の方向（箱根新道に沿い事故現場から南西約３キロメートル） 

は開いています。」を送信したところ、同機から「了解した、現在小田原市上空、これ 

から向かいます。」との返信を受けたとのことであった。その後、予定到着時刻になっ 

ても同機は箱根場外離着陸場に到着しなかったため、捜索救難活動が開始された。

同日１５時０５分ごろ、捜索中の航空機が、神奈川県足柄下郡箱根町畑宿の下二子山 

（標高１，０６５メートル）東側の頂上から約１３０メートル下方の岩場（標高 約 

９３０メートル）に衝突している同機を発見した。

事故現場の東北東約６キロメートルに位置する小田原湯本ゴルフ場（標高 約３００

メートル）において同機を目撃した者によれば、 「同機はゴルフ場の上空数十メートル

の低い雲のすぐ下を箱根方向に飛行していた。」とのことであった。



また、事故現場の東北東約１．３キロメートルの畑宿の住民によれば、「当時の二子山 

は頂上から三分の二ぐらいまで雲がかかっており、同方向に向かっている同機のもの 

と思われるかなり大きな爆音を聞いた。その直後に二子山方向から「ドン」という 

爆発音を聞いた。」とのことであった（付図１及び写真参照）。

事故発生時刻は、１０時２５分ごろと推定される。

２．２　人の死亡、行方不明及び負傷 

搭乗者２名が死亡した。

２．３　事故現場の情報

事故現場は、旧箱根街道の甘酒茶屋（バス停留所）の北にある下二子山（標高１，０ 

６５メートル）東側の急斜面（傾斜角約５０度）の岩場（標高約９３０メートル）で、 

周囲は高さ５～６メートルの雑木林である。

機体の残がいは、広範囲（約５０メートル四方）に散乱し、大部分が焼損していた。

２．４　航空機の損壊に関する情報

2.4.1　損壊の程度 

大破

2.4.2　航空機各部の損壊の状況

メイン・ロータ 破損及び焼損 

テール・ロータ 破損及び焼損

胴体 破損及び焼損 

メイン・トランスミッション 破損及び焼損 

エンジン 破損及び焼損

２．５　航空機以外の物件の損壊に関する情報 

雑木林に若干の被害があった。



２．６　乗組員に関する情報

機長 男性 ５７歳

事業用操縦士技能証明書 第５７７６号

限定事項

回転翼航空機 陸上単発タービン機 昭和５０年４月１５日

陸上多発タービン機 昭和５０年８月５日

ベル式２１２型 昭和５０年８月５日

シコルスキー式Ｓ－７６型 昭和５５年１１月１９日

第一種航空身体検査証明書 第１４７３００５８号

有効期限 平成３年１月７日

総飛行時間 ６，１４０時間２８分

同型式機飛行時間 １，８３２時間５８分

最近３０日間の飛行時間 ２４時間２０分

２．７　航空機に関する情報

2.7.1　航空機

型式 シコルスキー式Ｓ－７６Ａ型

製造番号 ７６０２９１

製造年月日 平成元年３月２９日

耐空証明書 第東２－２６８号

有効期限 平成３年６月１１日

総飛行時間 ２３２時間３５分

１００時間点検（平成2年6月12日実施）後の

飛行時間 ３５時間１５分

2.7.2　重量及び重心位置

事故当時、同機の重量は９，３２０ポンド、重心位置は２０６．９インチと推算 

され、いずれも許容範囲（最大離陸重量１０，５００ポンド、事故当時の重量に対応 

する重心範囲１９５．７～２０７．４インチ）内にあったものと推定される。

2.7.3　燃料及び潤滑油

燃料は航空燃料ジェットＡ－１、潤滑油はモービル７５４（ＭＩＬ－Ｌ－２３ 

６９９）で、いずれも規格品であった。



２．８　気象に関する情報

2.8.1　事故現場の東北東約６キロメートルに位置する、小田原湯本ゴルフ場で同機 

を目撃した者によれば、「同機を目撃したとき、同ゴルフ場の数十メートル上空まで 

雲が低く下がっていた。」とのことであり、事故現場の東北東約１．３キロメートル 

の畑宿の住民によれば、「８月１日の１０時から１１時ごろの二子山は、山頂から 

三分の二ぐらいまで雲がかかっていた。」とのことである。

また、目的地の箱根園ゴルフ場の職員によれば、「同日１０時ごろ、駒ヶ岳及び 

二子山方向の雲が低くなってきたが、鞍掛ゴルフ場の方向は開いていた。」とのこと 

である。

なお、事故当日、０９時４５分に東京ヘリポートを離陸して名古屋に向かった 

朝日航洋（株）のヘリコプタは、１０時１０分ごろ小田原市上空を２，０００フィート 

で飛行していたが、箱根の方向は雲に覆われていたので、箱根・御殿場経由の経路 

を変更して石廊崎に向かっている。

当日の天気図を付図２に示す。

2.8.2　当日の事故に関連する時間帯の各地の航空気象観測値は、次のとおりで 

あった。

（１）東京都東京ヘリポート

観測時刻（時分） ０９００ １０００ １１００

風向（度） １４０ １３０ １５０

風速（ノット） ６ ８ ８

視程（キロメートル） ８ ７ ７

雲量（８分量） ７ １ １

雲形 層雲 積雲 積雲

雲高（フィート） ２，０００ ２，０００ ２，０００

雲量（８分量） ４ ５

雲形 積雲 積雲

雲高（フィート） ３，５００ ３，５００

気温（度Ｃ） ２５ ２６ ２７

露点温度（度Ｃ） ２０ ２０ ２１

ＱＮＨ（インチ/水銀柱） ２９．７６ ２９．７５ ２９．７５



（２）陸上自衛隊東部方面管制気象隊滝ヶ原派遣隊(富士演習場内場外離着陸場、 

事故現場の北西約２０キロメートル、標高６６３メートル）

観測時刻（時分） ０９００ １０００ １１００

風向（度） １７０ １８０ １００

風速（ノット） ５ ６ ５

視程（キロメートル） １．８ １．８ １．８

雲量（８分量） ７ ５ ６

雲形 層雲 層雲 層雲

雲高（フィート） ８００ ８００ ９００

雲量（８分量） ７ ７

雲形 積雲 積雲

雲高（フィート） １，４００ １，４００

気温（度Ｃ） ２３ ２３ ２３

露点温度（度Ｃ） ２０ ２０ ２０

ＱＮＨ（インチ/水銀柱） ２９．８９ ２９．９０ ２９．９０

（３）海上自衛隊厚木基地（事故現場の北東約４０キロメートル）

観測時刻（時分） ０９００ １０００ １１００

風向（度） ４０ １４０ １２０

風速（ノット） ３ ５ ４

視程（キロメートル） ７ ７ ５

雲量（８分量） ５ ５ ５

雲形 積雲 積雲 積雲

雲高（フィート） ２，５００ ２，５００ ２，５００

雲量（８分量） ７ ８ ８

雲形 積雲 積雲 積雲

雲高（フィート） ８，０００ ８，０００ ８，０００

気温（度Ｃ） ２５ ２５ ２６

露点温度（度Ｃ） ２１ ２１ ２１

ＱＮＨ（インチ/水銀柱） ２９．８０ ２９．８０ ２９．８０



２．９　医学に関する情報

機長及び整備士の解剖及び血液検査の結果、操縦に影響を及ぼすようなアルコール 

及び薬物の検出はなかった。

２．１０　人の生存、死亡又は負傷に関係のある捜索、救難及び避難等に関する情報 

同機が、到着予定時刻（１０時４５分）を過ぎても箱根場外離着陸場に到着しない 

ので、東京空港事務所救難調整本部は、関係機関の協力を得て直ちに当該機の予定 

飛行経路を中心に捜索救難業務を開始した。

神奈川県警、防衛庁、海上保安庁及び小田原市消防局による捜索が行われ、８月 

１日１５時０５分ごろ航空機により、同機が下二子山に衝突しているのが発見された。

２．１１　その他必要な事項

2.11.1　同機の所属及び運航について

同機は、西武建設（株）の航空機であるが、その運航及び整備は朝日航洋（株）に 

委託され、西武建設（株）の社員等に利用を限定し運航していた。

なお、機長は西武建設（株）から朝日航洋（株）に出向している。

2.11.2　機長の小田原－箱根場外離着陸場間の飛行経験

機長の同経路間の飛行経験は、同型式機により過去１０年間に８６回あり、最近 

では平成２年６月８日及び７月３１日に飛行していた。

2.11.3　朝日航洋（株）の無線局について

同機が小田原上空において交信した朝日航洋（株）の無線局は、航空事業用と 

して神奈川県中郡二宮町二宮の大磯ゴルフ・コース研修所に設置されている航空局 

であり、同機が運航される際必要により同局には、同研修所の職員である無線従事者 

が配置されていた。

２．１２　事実を認定するための試験及び研究

2.12.1　残がいの詳細調査の結果、主要部分の損壊の状況は次のとおりであった。

（１）メイン・ロータ・ブレードは十数片に破断し、広範囲に飛散していた。

（２）エンジンは変形及び焼損していた。

（３）トランスミッションはケースが焼失していた。また、パワー・インプット・

シャフトはＮｏ．１及びＮｏ．２ともに破断していた。



（４）メイン・ロータ・コントロール・アクチュエータは３個とも伸びた状態で 

あった。

（５）テール・ロータ・ピッチ・チェンジ・シャフトは左ラダー・ペダルを踏み込んだ 

位置に相当する位置にあった。

（６）胴体はほぼ完全に焼失しており、オート・パイロット、ウエザー・レーダ及び 

オメガ航法装置等も焼失し、どのように使用されていたかは不明であった。

2.12.2　現場及び分解調査の結果、解読できた計器の指針位置は次のとおりであった。

3針式回転計 Ｎｏ．１エンジン １００％

Ｎｏ．２エンジン １３０％

ロータ １２５％

トルク計 Ｎｏ．１エンジン 指針脱落

Ｎｏ．２エンジン ２６％

速度計 左席 ６０ノット

右席 指針脱落

作動油圧計 Ｎｏ．１システム ２，２００psi

Ｎｏ．２システム ２，９００psi

時計 １個（位置不明） １０時２５分

１個（位置不明） １０時３０分

３　事実を認定した理由
３．１　解析

3.1.1　機長は、適法な航空従事者技能証明及び有効な航空身体検査証明を有して 

いた。

3.1.2　同機は、有効な耐空証明を有し、所定の整備及び点検が行われていた。

3.1.3　同機は、調査結果から、事故発生まで異常はなかったものと推定される。



3.1.4　2.8項に述べた気象に関する情報から、同機が目撃された小田原湯本ゴルフ 

場から事故現場付近にかけては、有視界飛行方式で飛行することは困難な気象状況 

であったものと推定される。

3.1.5　機長が小田原上空において、「箱根の天候は雲が少し下がってきた。鞍掛 

ゴルフ場の方向は開いています。」との気象情報を受け、「了解した、これから向かい 

ます。」と返信していること及び目撃者等が述べている状況並びに事故現場の残がい 

の状況から、同機は、目的地に向かおうとして雲中飛行する間に下二子山に衝突 

したものと推定される。

3.1.6　機長が引き返す等の適切な措置をとらず雲中飛行を行ったことについては、 

2.11.2項に述べたように、機長はこの経路を数多く飛行した経験があり、また、 

同機は計器飛行方式が可能な性能及び装備を有する機体であることから、機長に 

過信があったことが考えられる。

４　原因

本事故は、気象の悪化している箱根の山間部において、機長が引き返す等の適切な 

措置をとらず目的地に向かおうとして雲中飛行を行い、山に衝突したことによるもの 

と推定される。
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